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1. はじめに 
本研究では，WS-BPEL(Web Services Business 

Process Execution Language: 以下 BPEL と略
記)[1]を用いて，共通のモデル[2]に基づく異なる非
機能特性の Web サービスを動的に連携させて，リ
クエスタの非機能要求も満たす複合 Web サービス
の構築方法とその支援環境を提案し，例題を用いて
評価した結果を示す． 
 
2. 複合Webサービス開発へのアプローチ 
2.1. 属性による類似サービスのモデル定義 
異なる非機能要求のサービスを組み合わせるため
に複数のサービスに対してインタフェースの整合を
とる共通のモデルを提案する．サービス間で各
WSDL のインタフェースにモデルとの対応付けを
定義するメタ情報を属性として付加する．サービス
間のインタフェースの整合をとるメタ情報として
WSDL にインタフェース定義の type，message，
operation を新たに属性として付加する． WSDL
に準拠しているので，全ての WSDL によるインタ
フェース定義に適用可能である． 例として，サー
ビス A，サービス B と，BPEL プロセスとの対応
関係を図 1に示す． 
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図 1： 属性付加によるWSDLの対応関係 

 
 
 
 
 

2.2.  BPELプロセス自動生成のプロセス 
プロバイダがリクエスタのサービス要求を受信し
てから BPEL プロセスを自動生成するまでのプロ
セスを図 2に示す． 
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図 2：BPELプロセスの自動生成のプロセス 

 

3. 複合Webサービスの構築支援モデル 
BPELプロセスを自動生成するために，選択した
サービスを実行時にリンクするためのモデルと，選
択したサービスから BPEL プロセスの実行フロー
を構築するためのインタフェースモデルを提案する． 

 
3.1.  辞書サービスにおけるモデル化 
例として，辞書サービスを用いて，選択したサー
ビスを実行時にリンクするモデルを示す．属性によ
る類似サービスのモデル定義から，各 WSDL の
operation と入出力のデータ構造を抽出する．次に
動的に複合 Web サービスを構築するために，この
2 つの要素から，図 3 に示す辞書サービスのモデル
を定義する．このモデルから辞書サービスの
WSDL を入力としてモデルのインスタンスを生成
し，サービスリポジトリに登録する．登録したモデ
ルのインスタンスから駆動する複合 Web サービス
を自動生成する．図 3 は，Service クラスのステレ
オタイプで辞書サービスを指定し，子要素として 1
つ以上の operation を持つ．その子要素は入出力の
データ構造を持ち，機能間の対応はステレオタイプ
を用いて表現する．  
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図 3：辞書サービスのモデル 

 
3.2.  モデルから BPELプロセス自動生成 
実行時に BPEL プロセスの実行フローを構築す

るために，選択したサービスのドメイン毎に共通の
インタフェースを提供する必要がある．辞書サービ
スの例では，入力には単語が必要で，その出力に単
語の意味が返ってくる．この入力と出力を共通のイ
ンタフェースとしてモデル化できる．辞書サービス
が選択されたときは，このデータモデルから辞書サ
ービスに対応するリクエスタへのインタフェースが
実現できる．定義したデータモデルを図 4に示す． 

 
図 4：単語帳サービスのデータモデル 

 

4. 例題による実験と評価 
4.1. 辞書サービス 
本研究では BPEL プロセスで扱うサービスの例
として辞書サービスを利用する．使用するサービス
はコンピュータ用語の ICD[3]，三省堂の辞書サー
ビスの NetDic[4]，本研究で作成したサービスの
SimpleSearchの 3つを使用する． 
 
4.2. 実験方法 
表 1に示す開発，実行環境上で複数の辞書サービ
スを並行実行する BPEL プロセスを自動生成する
ツールを開発した． ツールは XSLT と DOM の 2
種類で実装した． 

表 1 開発，実行環境 
OS WindowsXP 
CPU/メモリ Pentium 4(2.66GHz)， 1GB RAM
Webサーバ Tomcat 5.0.28，Apache Axis 1.1 
BPELエンジン BPEL Process Manager 
Java開発環境 J2SDK 1.4.2 
XMLパーサ xerces-1_4_4 
開発規模 1163行(XSLTを用いた実装) 

553行(DOMを用いた実装) 

4.3.  BPELプロセス自動生成の評価 
サービスを追加する拡張性と BPEL プロセスの

実行フロー変更の柔軟性の視点でツールのプロトタ
イプを評価する． DOM と XSLT による自動生成
ツールの 2 つに対して， 3 つのサービスを使用し
て比較をした．サービスの追加毎に生成される総コ
ード数を図 5に示す．DOMのツールでは 1つのサ
ービス追加のコード数が大きい．サービスの実行順
序が動的に変更される場合，構造を柔軟に変更でき
ない．よって DOM よりも XSLT を用いたツール
のほうが優れていると言える．この結果から，本研
究の BPEL プロセスの生成方法は柔軟性と拡張性
があると評価できる． 

 
図 5 より，サー
ビス追加数が 7
つを越えると，
XSLT ツールのほ
うが総コード数が
少なくなる． 
 
図 5：追加サービ
ス毎に生成される
総コード数 
 

5. まとめと今後の課題 
本研究では類似機能のサービス連携に注目し，イ
ンタフェースの機能と要素間を対応させる共通のモ
デルに基づく BPEL プロセスの自動生成方法と，
開発支援環境を提案した． 
従来の方法[2]では，サービスの機能間の対応付
けに限られているので，サービスの非機能特性や内
容に基づく動的選択，結合に対応していない． 
今後，実行コンテキストやサービス品質要求に応
じてサービスの動的合成を支援するモデル駆動型
Webサービス開発方法論を検討する． 
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